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結核卜「ビタミン」Cトノ胴係二開スル賞験的研究

其二 肝臓機能、結核肺「ビタミン」C量及ビ
抗結核カノ開係二就テ

（昭和17年 1月10日受附） （特別掲載）

大阪帝國大學警學部第三内科及ビ徹生物研究所竹尾結核研究部 （主任 今村教授）

ヤマ

幣學士山 油＂
ッ-'‘ ヘイ

平 述

（本論文）要旨ハ；訂1117年 1月大阪幣學會＝於町寅説セ l))

内容抄録

肝臓膜能、結核肺「ビクミ｀ン」c量、・及ビ抗結核力J間＝密接ナル開係アリ o肝臓機能チ低―1：：セツム
V 9ゞ 、結核肺「モつスミゾ」c董減少ジ、結核二容易＝罹患スルモ、 肝臓獲蛯チ高ム V 9ゞ 、結核肺「ビ
クミゾ」 C董増大ジ、結核＝稲患ス 1レモ比較的軽度ナ l)。

第 1章緒 論

肺結核患者二於テ、殊二‘Jノ霊症進行性ノモノニ、「ビ｀タミン」 C映乏ヲ来スハ、既ニ一般二認メラ
(1) (2) (3) 

レジ所ナルモ、肺結核二蒟スル「ビクミン」C ノ治療効果二就テハ、 Hasserbach,Capelli, Weber, 
(4) (5) (6) (7) (S) (9 (10) 9 ]1‘(13)  (13) (].!) (15¥ 

Stadler, Pilz, Bauei-, Scholz, Ti-autwein, Sande, Birk, Bruno, Steinbach,佐藤、宵木、石田
(WJ (17 ISJ (19) (20) /21 

窮へ有効ナリト言フこビ、 Melzer,Gogga, Heise, Kaplan_, Alexander,小川等，、Cノ治療効果ヲ認

メズ、賛否雨論ア））テ未ダ決定セス‘・。
(22) 

嚢二、余ハ白鼠ヲ用ヒ、結核肺二特異的二培量スル「ビタミンJC モ、肝臓毒ニヨリ短時日二顆著ナ

ル減少ヲ来シ、肝臓曖能1、結核肺「ビタミソ」C證 1ヽノ問二密接ナル闘係アルヲ指摘シタリ。

結核二罹患，センメタル時、肺臓「ビクミソ」C巌ハ白鼠、家兎等結核二抵抗強キ動物二於テハ、婚最ヲ
(23)(2'.) 

来シ、海原ノ如キ結核二抵抗弱キモノニ在））テ9ヽ、反之、ソ／減少ヲ来ス事ハ西垣、山上等ノ始メテ登

表セシ所ニシテ、余モ亦之レヲ白鼠ヲti]ヒテ追試シ、ソノ箕ナルヲ確メ、更二其ノ詳細二亘リテ研究、
(22) 

薬二報告セリ。而シア白鼠ノ結核二抵抗強キハ、ソノ肝臓二於テ大巌ノ「ビクミン」C ヲ合成シ、之ヲ

肺臓二補給シ、抗結核性二働クガタメニ非ズヤ、換言セベ肝臓壊能ノ強弱ガ結核ノ抵抗ゾJ二瀾輿スル所

大ナラズヤ、ノ感ヲi包ガシメタリ。

本問臨ヲ解決スル 9ヽ、結核ノ豫防上、又治療上寄典ス）ャ所炒カラスゞ卜考へ、詢報二引撲キ余ハ、結核

ニ比較的強引白鼠、家冦ノミナラズ、結核及ビ「ビタミン」C 二1紬］シ人盟二極メテ近キ海狽二就キ、肝

臓隈能ヲ綽碍或八庇護充進セシメ、其レノ結核憚病朕悲、結核肺「ビタミン」 C蓋二及ボス影響ヲ隈．

察ン、卿力興味アル成績ヲ得クルヲ以テ絃二之ヲ報告センi・ス。

第 2章 豫メ肝臓機能ヲ陣碍シクル白鼠ノ結核肺二獄テ

第 1節緒 言



1l.1村一緒核l・「戸、クミゾ」Crノ開係二闘スル箕猿的研究（第2報） 383 

（泣）

余ハ第 1報二於テ白鼠結核肺「ビクミン」C最＾結核罹患朕態二略・刃比例シテ壻凪シ、而ジテ肝臓毒

ニヨリテ＾短時日二減少ヲ来ス事ヲ報告シク））。

結核二際ン、「ビタミy」 C 最ノ減少ヲ来スハ人堕、海猥等結核二抵抗弱キモノニ於テ見）レ所ニシテ、

肝臓毒ニヨリ、一旦壻量シクル白鼠結核肺「ビクミンJC量ノ減少ヲ来ス）・キ、結核二扇スル抵抗カニ

何ラカノ愛化ヲ来スヘキ事ハ容易二考ヘラル。

依テ、叙ヽ先ヅ白鼠ヲ用ヒ豫メ肝臓機能ヲ簿碍シ置キテ結核二感染セシメ、結核罹患朕態ヲ観察ン、

同時ニゾノ際ノ臓隅「ビタミソ」C量：ヲ測定シ、肝噸鴫能卜結核罹患朕態、肺「ピ・クミン」C量ノ闘係

ヲ更二探究セソ I・セ・リ。

第 2節賓瞼方法

白鼠9ヽ 龍重 130g前後）雄性健常ナルモノチ選

ど、毎日生米 15g廣島菜（緑葉部 !Og宛チ輿へ

吋伺養ツ、肝臓機能障碍 ::--•9ヽ日本薬局方四謹化炭

素チ用ヒ、 20% ＝ナル如＂「-tr v~ フ」油二溶ヵ

ツ、yノ 0.5ccチ6日目毎:-3回脊部皮下二注射

セlJO 

感染＝使用ツクル緒核菌ハ「グ lJセ 1)ゾ」寒天培

養基:-3週間培養セジ牛型藷株ニジテ、滅薗生理．

的西聾水ニテ Icc中二 1/2mgチ含ム女口調整

第 3節賓瞼成績

ジ、白鼠恒重 IOOg二付苓本菌浮滸液 Iceチ、阻

墜化炭素第3回目注射ノ翌日腹腔内＝注射ジ、而

ジテ・繭注射後、第5邁．目＝股動脈チ切断、出血致

死セジメ、結核罹患状態チ糠察ジ、同時＝可及的

速ヵニ肺臓及ヒ・肝臓「1::•クミゾ」C 量チ「イ・ゾドフ
1351 

エ．ルール」法ニヨ l}測定ック 1/。而ツデ成綾I確

賀チ期スルクメ、解剖ノ・日ニハ餌チ輿＾ズ、責敦

群門肘照群1、クヽ 総デ同 1日二浦定セ1)。

(~2) 

本賓瞼二於テ 4 堕化炭素投輿白鼠八、余ガ羹二寅，喚セシ時 1• ハ異1J、肝臓毒ヲ少址宛3 分シテ注射セ

シダメカ、注射後著ンキ元氣消失或9ヽ死亡スルモノヲ全ク見ス＼僅カニ注射後一雨日問稽．互食慾不振或

ヒハ運煎杯活浚ナルモノヲ見ダルモ、敷日後ニハ殆ド正常ノモノ I・異ラズ、景終注射ヨリ第3週目頃ヨ

リハ反".:J-IE常ノモノヨリ食慾壻進ノ傾向スラ認メラレクリ。

而シテ第5週l1二解剖シクルニ、第 1表二，ー］ー：ス如ク、肝臓曖誨糊尋群ハ、野照結核群二末ク窟核結節

第 1 表 豫刈用懺猥能ヲ騎碍シクル結核白鼠肺臓荒最、結核結節．及ビ

「ビタミン」C抵 (mg/g)

肝臓膜能障碍群 翌f 照 群

h鼠 染重結核時(g感謄) 悶岱胃肺臓肝臓
番漿 結 V.C最 V.C址

白鼠 染重緒核時(g感糧) 円>眼〖 肺 臓 肝 臓
番競 v.c量 V.C量

I 120, 2.3 ++ 0.311 0.255 11 130 1.3 ＋ 0.288 0.244 
2 125 1.8 廿 0.400 0.215 12 130 l. 1 0.233 0.311 

3 130 1.7 廿 0.467 C.305 13 120 0.9 0.191 0.311 

4 145 1.2 0.215 0.31 I 14 135 1.0 0.244 0.226 

5 140 1.3 ± 0.244 0.255 15 140 I.I 0.200 0.255 
6 130 1.3 ± 0.311 0.287 16 135 I.I 0.233 0.320 

7 140 1.5 ＋ 0.412 0.320 17 140 1.0 0.200 0.287 

8 125 1.4 ＋ 0.280 0.305 18 135 1.2 ± 0.240 0275 
平均 132 t.5 0．安〇 0.282 平均 133 1.1 0,229 0,278 

廿＋ 結＂核結節多少散数ニミラ＂ ンルモ．J 士疑ハジ斗モノ
一見エザルモノ
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ノ明カニ認メラレザルニ、既二可ナリ著明ナル肉眼的結節ヲ作レルモノ多ク、夫レニ従ヒ、肺臓電最'‘

酎照群ノ平均1.lg二酎ン、1.6gヲ示シ、又肺「ビクミソ」C識ハ蜀照 0.229mg/g二剪ン、 0.33Cmg/g

ニジテ、共二著ンク大ナリ。而ンテ肝臓「ビタミン」C祗9 蜀ヽ照卜大差無"'.0 尚、解剖時：二於テハ既ニ
（22) 

肝臓障碍ノ同復ジタルタメカ、余ノ桑ノ俄瞼二於テ見ダルガ｀女l.1キ黄疸ハ全ク見ラレザ・リキ。

第 4節 本章ノ小括及ど考察

4憩化炭素ヲ用ヒ、豫メ肝臓機能ヲ或程度迄障碍シ沼キテ結核二感染センメ、第5週目二解剖シタル

白鼠ハ、正常結核白鼠ノ夫レニ比シ、結核罹患朕態著明ニシテ、肺臓重量、肺「ピ・タミ又：C蓬亦大ナ

リ。

即チ、肝臓毒ニヨリ一時全身ノ抵抗減弱ヲ招来セシタメ、花常白鼠二於テハ未ク涜分罹患セザル時期

ニ於•テ、年、斯クモ著明二結核二罹患、センモノト考ヘラ，し。

（然ンドモ肝臓障碍）回復r知、結核／抵抗・灯モ回復ツク）レクメカ、結核菌同楚注射ーproKilo-) 

ノ家兎、海猥二比ツデハ尚、著ジJJ罹患状態小ナ l)。
(22) 

本成績ハ、歳二報告シタル結核肺二壻量スル「ビ｀タミン」C址モ肝臓毒ニヨリ短時：日二減少ヲ来スト

ナス成績卜、肝毒使用ノ貼ョリー見相反スルガ如キ感無キニシモ非ザレト＼肝毒使用ノ時期ヲ全ク異二、

ジ、本貨瞼二於•テ四憩化炭素ハ健常時二於•テ輿ヘジモノニジテ、健常白鼠ノ肺「ビタミン」 C 最ハ4 窺
(22) 

化炭素二封シテfestニシテ、肝臓審9 全ヽク影饗ヲ及ボザヽ ＇ル 9ヽ、既二盤二報告セシ所ニシテ、ノミチ＇

ラズ‘̀、第3節二於テモ述ベシガ町、解剖時二八既二黄疸全ク認メラレスヘ肝臓「ビタミンJC蓋亦全

然咸少ヲ示サズ、又、解剖前2週間以上、蔚照サヒシ食慾充進セル黙ョリ考フルモ、解剖時二於テ'‘‘

既二、肝臓弱能ノ騎碍ハ殆ド全ク回復セジ主ノノ如ク、或ハ、ヨリ以上二機能充進ヲ来セルモノ l・モ解

シ得ベク、以上ノ諸黙ョリ考フル時、豫”)ff臓毒ヲ典ヘタル白鼠ノ結核肺「ビダメン」C措：ノ反・テ姶大

スルハ、理ノ常然ナルベキナリ。

第 5章 「ピクミン」 B鋏乏食ヲ以テ飼養シクル白鼠ノ

結核肺二就テ

第 1節緒 言

余ハ前章二於•テ、 4應化炭素ヲ以テ肝臓壊能ヲ豫メ醇碍シ置キテ、白鼠ヲ結核二感染セジメタルニ、

正常結核白鼠二比シ、結核結節ノ出現、肺「ビタミンJC斌壻大ノ、ヨリ早期二見ラルルヲ述ベダリ。

所謂、肝臓毒ヲ以テスル本成撰ハ、一時的急性肝臓．酪碍ノ影響 I・モ解セラルルモノニシテ、「ビタミ

ン」 C 測定時二於•テハ、既二肝臓猿碍ハ除カレ、肝載援能／回復シ居ル時ノ成績ナリ。

肝臓陵能 I・結核肺「ビ‘タミン」C最トノ瀾係ガ探求セントスルニ裳リテハ、持績的肝臓．玲碍ノ影響、

換言セベ結核肺ノ「ビタミン」C 址測定時：二 9/jミ•テモ、肝臓機能隋碍ノ持綾的二存在スル場合ヲモ考慮セ

ザルベカラス・。
（加一硲＼

余ハ幾多先人パ難責ヲ参照シ、「ビクミンJB娘乏食ヲコノ日的ノタメニ用ヒタリ。

第 2節賞瞼方法

臼鼠か生後 4週間前後、骰重 50g内外ノ健康雄性白鼠チ選ビ、之レチ 2 群二分•チ、 1 チ「ビタミゾ」B
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訣乏食群、他遺照群下ナ名「百ミゾ」B訣乏

蜘 1、ジデハ、

精製澱粉 82.4% J割合二混ジ、水二・デ

賢ヽ了、；ぽ：謬｛ネ 1)合セ煮炊ジ、ソJ
(lvlo Collum No. 185) 冷ム／四づ詮テ肝湘

2.0% J害に追加ジ、ヨ刃混合ジデ餅状二う→爽

＾ク1)、而ジテ弼照ニハ、コン＝「l::'クミゾJB

源トジデ「スペルンツ」液 2.0%J割二混入ジデ

底^ク'l]。

感染二使用ジクル拮核菌ハ「ク‘'l)七 1)ゾ」寒天

培養基二 3週間培養セジ牛型菌株＝ジデ、 Icc 

10mgチ含ム如ク調整ジ、ゾJ 1 cc宛チ試食開

始ノ翌日腹腔内吋主身寸ジ、 4週間後二出血致死セ

ジメ、結核罹患状態チ観察ジ、同時二肺及肝臓

「1::'クミY'JC量チ測定ックリ o而ジテB訣乏群1

弼照群いヽスベデ同 1日二測定セツ事、前章）宵

験卜同ジ。

第 3節 賓瞼 成績

「ビクミン」 B映乏餌料ニテ飼登シタル白鼠詳 9ヽ、初メー週間 9ヽ食慾、運動吠況、證霊壻加等、蜀照

ト全ク斐リ無キモ、漸次食慾不捩、運動不活談、毛並不整トナリ、隆霊減少ン、解剖時：ノ憧霊ハ第2表

ニ示ス如ク平均 50gニシテ、射照ノ平均 115g二比ン 1/2以下ナリ。

而シテ試食開始後4週間ヲ経テ解剖シタルニ、 B鉄乏食群ノ各白鼠八スベテ、全肺臓無数ノ結核結節

ヲ以テ覆ヘレタルニ、酎照詳二於テ＾明カニ結節形成少ク、中二全ク結節ヲ認メザルモノサヘ存在シタ

リ。而ンテ肺臓霞畳ハ B（映食詳二於•テ，、平均I.Ogニシテ、陵霊ノ平均 50g二酎ンテハ著ンク大ナル肺
(12) 

霊飛ニシテ、肺霊遷：ノミカラ考フルモ、充分結核二罹患、セル事が認メラル。反之、蜀照詳二於テハ肺霊
(22) 

泄平均 l.35gニシテ、愧霊平均ノ 115g二酎ンテハ科］た大ナルモ、嚢二報告ンクル余ノ成綬二依レ，ミ未

ダ霞．二肺箪巌ノ壻大ヲ来濯Iレ1・ハ言ヒ難ジ。即チ、未ダ大分結核二罹患、七ザル版器ナリ。

而シテ肺臓「ビクミゾ」C證ヲ見レニ、 B餓乏食群砂ヽ充分結核二罹患、セし二之拘ラズ、 0.218mg/g 

ニ過ギズ、正常白鼠ノ健康肺「ビタミソ」C盈卜大差ナキニ、剪照詳ノ肺「ピ：タミン」C彙 9ヽ0.331

mg・gニシテ著シク大ナリ。而カモ野照詳ノ結核罹也、｝沢器 9、B鉄乏詳ヨリ小ナリ n

即、「と＊タミン」 B餓乏白鼠 9ヽ結核二著明二罹患セルニモ拘ラスヘ肺「ピ．．ダミソJC量ノ壻大署ンカ

ラザルガ如キ成績ヲ得タリ。

「ビタミン」B映乏食ヲ以テ飼蓋ンクル白鼠結核罹患朕魃

並二結核肺「ビクミン」 C盤 (mg'g)

「ビクミゾJB訣乏食群

解剖時結肺臓肺臓肝臓 白解剖時

謄重：重量「豆ミ「虹ミ 馨腹重

(g)節（g) YjC量ン」C量 競(g)

40 冊 0.95 0.151 0.250 31 140 

45 冊 1,2 0.?12 0.227 32 120 

45 ttt 1.0 0.248 0.220 33 95 

60 冊1.0 0.Z98 0.263 34 120 

50 柑 0.9 0.174 0.187 35 !OJ 

50. 冊1.(5 0.234 0.209 36 125 
45 冊 LO 0.212 0.225 37 95 

50 1.0 o.'218 Q.226 平均 115 

結核罹患状態）ヽ肉眼的結核結節チ以デアラク、セ＿1)

冊：結節無敷 ttt :甚ダ多敷 ++ :•梢多敷
ー：肉眼的二見:c.ザIレモノ

第 2
 
表

内
鼠
香
辣
m
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
隣

弼
結
核
結
節
I

＋
廿
t
t
t
廿
＋
t
t
t

照

肺臓

重量

(g) 
0.95 

1. 1 

1.2 

1.9 

1.4 

I.IS 

1.7 

1 35 

群

肺臓

「ビクミ

ゾ」c量
0.236 

0.290 

0.367 

0.393 

0.354 

0.298 

0.382 

0.331 

肝臓

「ビクミ

ゾJC量

0.313 

0.250 

0.305 

0.275 

0.313 

0.298 

0.290 

(l,292 

＋ ；少敷
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第 4節 本京ノ小括及ビ考察

正常白鼠ヲ結核二罹患セシメクル 1、キ、肺臓「ビタミン」C彙ハ著明二治大スルニモ拘ラス:・B鉄乏食

ヲ以テ飼養シタル白鼠二於テハ、肺臓「ビクミン」C址ノ壻大著明ナラズ。

而シテ正常白鼠ガ結核二抵抗シ、未ダ充分結核二罹患セザル時期二於•テ、既二 B餓乏自鼠＾著明ナル

結核二罹患ス。

即；「ビタミソJB敏乏白鼠ハ結核二勤シ、正常自鼠ヨリモ抵抗極メテ易易入而カモ結核肺「只・タミ

ン」 C抵ノ増大著シカラス‘.o換言セバ、 B敏乏白鼠ハ苗核二封シテ、正常白鼠卜海瞑 I、ノ中間二位スル

ガ如ク考ヘラル。
(fS)(“)(55) 

而シテ「ビタミン」B峡乏時肝臓壊能ノ低下スルハ、既二先人ニヨリ證明セラレタル所ニシテ、以上

ノ成績ヲ更二換言セパ＼肝臓賤能ノ低下セル白鼠ハ結核二罹患シ易ク、而カモ結核二罹患スルモ肺「ビ

タミン」C羹ノ壻大著明ナラス‘・ト論ジ得ベシ。

尚、木賀漁二於テ「ビクミゾ」B鋏乏食］、イヘル 9ヽ 股密二論ズv,ゞ「ヒ・クミゾ」Cニモ峡乏セ Ii食餌

ぅ• 1)。然レドモ、封照白鼠二典ヘク／V食餌モ「ビタミゾ」C訣乏食ニジデ、 cノミノ訣乏食チ以デ白鼠
(22) 

叶同養スルモ、白鼠結核肺二何ラ）認刈尋ベキ影響チ典ヘザル 9ヽ 、既＝嚢二報告セジ所＝ジテ、本賀喰

ニ於テ徘ク 1り成績ハ全ク「ヒ’クミゾ」B訣乏二困Jレ 1、解ジテ差支へ無カルベッ。

第 4章 肝臓機能尤進家兎ノ結核肺二就テ

第 1節緒 言

前章二於テ、余ハ、肝臓賤能ヲ低下セシメダル白鼠＾比談的容易二署明ナル結核二罹患スルヲ見タ

リ。即チ、正常白鼠ノ結核二罹患シ難キハ、ソノ肝臓機能状態バ禍輿スル所極メテ大ナルガ｀女l1キ成績ヲ

得クリ。

余ハ更ニヽ肝臓嗚能 1、結核ノ抵抗カトノl様係ヲ追究セント企テ、結核二比較的抵抗強キ家兎ヲ片jヒ、

肝臓懐能ヲ或程度充進セシメ、結核罹患状態、結核肺「ビタミン」C址二及ボス影響ヲ鹿察セリ。

第 2節賓験方法

賞験二使用セジ家兎クヽ惣煎 2kg前後／雄性健

康ナルモ／ヲ選ビ、毎 H 豆腐粕 300 g「 l、ウ寸•ジ

ャ」 3Cg宛刃典ヘデ個育ツ、骰重・食愁等J動揺

セザルチ見テ後、コしら~2 群二分チ、 1群ヲ・弼照

結核群］、ジ、他群ヲ・肝臓機能元進群 l`セ l）。

而ジテ肝臓機能チ冗進スル薬剣 l、ジデハ
(51) (13) （5Sl(fi2) (59) (GO) (GI) 

Uhlman, Vaegtlin,渡邊、松尾，矢野、若栗、藤
(63,‘（い（65ヽ

野、山中等J認メクル「＇ヒ亨ミゾ」 B及ビ Gutt-
（郎）渇i).f,)J 769) (70) 

enberg, lfodh, I{alk, Fi・anquelo, Henning, 
(71)..  (721 ¥73, (74) 

Stefan, Vetterlein, Robbers, Bodart, Oppenh-
(75) (7G) (77), 78). 

eimer,中川、杉本、井口等パ認メクル「IJ）レクマ」

製剤クル「ク）レクロゾJC武国）刃使用ツ、結核菌感

染10日前ヨリ毎り「クル）J口y」3cc宛チ豆腐粕ニ

混ジテ典へ、歯注射ノ翌日ヨ 1)>ヽ 亜二「メ必ぶリ

ゾ」 B競（「ビクミゾ」恥 0.5mg含有)1 cc宛

チ、解剖l前日迄隔 H脊部皮下二注射ジ、而ツデ

菌注射後第5週二弼照群1、同時二解剖、「ビクミ

ン」C量パ則定ニ・供ジク 1)。
(25) 

「ビクミゾ」C掻ノ測定）ヽ「イゾドフエノール」

法ニョ l)、又、感染二使用ツクル結核菌＾「クパ）

セ1)ゾ」馬鈴署培養基二 3週間培釜セジ上池菌株

ニジテ、 1cc中 1mgチ含ム如ク菌浮滞液チ調整

ジ、pl'o{{ilo I /2 cc宛チ耳静脈内二注射セ l)。
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第 3節 蜜 験 成 鋲

「クルクロソ」「ビクミソ」B投輿詳ハ全賓瞼期間ヲ通ジ、食慾、勢照群二比シ旺盛ニンテ、解剖時：ニ

於テハ第 3 表二示ス如ク、平均 70gノ骸電培加ヲ見ダルニ、弼照群二於•テ 9ヽ、解剖灼八悛重、 飼蓑初

・メノモノニ比シ 120gノ減少ヲ見タ））。而ンテ結核罹患、状態、肺臓重址ニヘ雨詳間二大差認メラレス‘・、

幾分肝椴能尤進詳二小ナルガ如キ感アリシニ、第3表二示ス如ク、肺臓「ビタミソ」C盗ハ明ヵニ肝機

能尤進群二大ニシテ、封照群ノ 0.198mg/g二剪ン 0.30tm.g/gニシテ約so％ノ差ヲ認メタリ。

第 3
 
表 肝臓賤能ヲ充進シタル結核家兎臓器「ビ‘タミソ」C董 (mg/g)

肝臓機能完進群

家一麓重（g) 肺 肝
兎＇～／ー一
試間解

香 女台剖

辣食時時

1 1850 1950 

2 1850 190) 

3 1700 1600 

4 1700 1650 

5 1800 1900 

6 1900 2300 

7 1900 1950 

平均 1815 1885 

柑

: 臓臓(g)

0.400 0.392 15.4 

0.276 0.322 14,7. 

0.205 0.350 9.8 

0.315 0.311 14,1 

〇;382 0.375 15,2 

0.252 0.244 13.3 

0.280 0.336 14.0 

0.301 0.331 13.8 

結核結節甚ダ多敷

結

核

結

節

廿

＋

＋

廿

什

＋

廿

廿

弼

家謄重(g)
兎--------

香噸誓
競食時・時 臓 臓

11 1800 1500 0.259 0.322 

12 1700 1800 0.205 0.311 

13 1700 1600 0.146 0.230 

14 2000 20改） 0.175 0.233 

15 2150 1950 0.216 0.244 

16 1800 1550 0.233 0.280 

17 1750 1600 0.151 0.244 

平均 1835 1715 0.198 0.273 

結核結節多数 十結核結節少敷

照

肺
群

肝
肺
電
董
①
〗
心
直
虚
5
a
m
m

結

核

結

節

出

廿

什

＋

什

廿

＋

第 4節 本章ノ小括及ビ考察

「クルクロン」及ビ「lfタミン」B投典家兎ノ結核肺「ビクミ、ノ」 C最 9ヽ酎照二比シ箸ンク大ナ l)。
(51 U I.9 (S,(59.'一(78)

而シテ「クルクロ、ノ」及ビ「ビクミソ」Bガ肝捜能ヲ尤進ス｝t,ハ、既二多敷先人ニコリ證明セラレク

ル所ニシテ、雨者ノ蜘J,、肝壊能尤進ヲ更二大ナラジ.&.）レハ明カナ））。

即チ、肝機能充進群ハ明ヵニ、結核肺「ピ｀タミソ」C量、酎照結核肺二比ジ大ニシテ、本成績モ亦、

結核肺二壻産．スル「ビ｀タミン」C墨ハ肝臓鴇能状窯二影響サルル所極メテ大ナぃヲ示スモノニシテ＇、翌，’・

照結核家兎二於テ未噂「ビクミンJC燈バ肯大署明ナラザル時期二於テ、年、肝臓浅能ヲ高メダル

モノニテハ、「ビタミン」C批ノ著明ナル増大ヲ来シ、然カモ、結核罹患、ノ大ナラザル事ヲ示スモノニ

シテ、本成績ヲ、結核二強キ動物二於テノミ結核肺「ビタミソ」C最：ノ増大スル凍賓卜併セ考プル時、

結核罹患、ニョ））、肝臓ハ「ビタミ、／」Cヲ大羹二合成シ、コレヲ肺二送））テ抗結核性二働カシ＇ヽ’レモノ

ニシテ、肝臓ノ強弱ガ結核肺「ビタミソ」C最ヲ支醗シ．、従テ亦、抗結核カ二霊大ナル役割ヲ札やズルモ

ノナラント考ヘラルベシ。

第 5章

第 1節

肝臓機能尤進海瞑ノ結核肺二就テ

絆 言

袖章＝於テ余ハ、「クルクロ、ノ」及ビ「ビクミン」B1ヲ同時二投典シタル家兎ノ結核肺「ビクミン」C

址ハ、」で常結核家兎ノ夫レニ比シ著シク大和レヲ認メ、肝援能充進二基ゾク抗結核力充進ノ結果ナリト

推論シタリ。果シテ余ノ推論ノ如クナランカ、之レヲ結核二尉スル抵抗力著シク弱キ而カモ結核二際シ
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「ビクミン」C址ノ著減ヲ来ス海疾二應用セベ、甚ダ興味アルベント考へ、同様．蜜瞼ヲ海瞑二就キ試ミ

タリ。

第 2節宜瞼方怯

海獲9ヽ 腰重 300g前後／雄性健常う・ルモ／刃選

ヒ・、毎日豆腐粕 80g「 1，ウチジャ」 20g宛チ典へ

噴知，餞重、食慾等ノ動揺セザルリ見吋後、

＝レ'74群二分チ、第 1群＾「ビクミンJB)投奥

群1、シテ「メクか）ゾ」 A漿（「1:'.やクミゾ」 B,

0.25mg) I cc宛チ隔 El脊部皮下二解剖ノ前日迄

興へ、第2群'‘「ビクミゾ」 B-Ko:nplex投典群

1、ジテ「スペ）レジツ」液チ経口的＝、豆腐粕 lヽ混

ジテ毎日 Ice宛解剖l前8迄輿へ、第3群9ヽ 「”

iレクロン」投典群1、ジ、「ク）レクロゾ」毎日J.5oc

第 3節賓検成絨

宛豆腐粕二混ジテ解剖．I前日迄輿へ、策4群’‘笥・

照］・ぅ-'I,_1J。

而ジテ感染二使用ジクル結核藷^ 「ク‘、1Jセリツ」

馬鈴薯培養基=3週間培養セジ上池菌株ニジテ、

Ice I/50mgチ含ム窟浮沸液チ作 lJ、之ンノ Icc 

宛刃腹腔内二注射ジ、第5週目二全部解剖「ビク

ミゾ」C測定＝供ックリ o「ビクミゾ」C測定法ハ
(25) 

「イゾドフエノール」法＝依l）、而ジテ同 1日二.第

1群ヨ1)第 4群二至IV'各群ヨ lJI匹宛取 l)出ジ解

剖測定ジク 1)。

上二述べ乏ルガ如キ食餌ヲ以テ飼姿ンクルニ、就中「クルクロン」投興群ハ食慾旺盛ニシテ悛重増加

モ各群中最大ニシテ、解剖時二於ケル平均證重 380gニシテ試食開始時二比シ 75gノ増加ヲ示ジ、 B1

投輿群9ヽ345g、「スベ 9l、ん」投興群＾ 340gニシテ、夫々試食開始時バ猿重二ltシ 45g,40gノ増加

ヲ示セジニ、野照群二於テハ平均證震 305gニシテ、僅ヵ 5gノ壻加ヲ見タルニ過ギス‘‘。而シテ第5週

「1二解剖ンタルニ、第4表、第5表、第6表、第7表二示ス如キ成績ヲ得タリ。即チ、結核罹患状態八

「クルクロン」投典群二梢々9]ヽ ナルガ如キ感ァレ共、他ノ 3群問ニハ殆ド明カナル差ヲ見出シ得スoo而

シテ肺臓「ビタミン」 C 抵へ「クルクロン」投輿詳最大ニシテ 0.054mg/g、次イデ B]投興詳ノ

0.044mg/g「スペルゾン」投輿群ノ 0.042mg、’gニシテ、野照群ハ 0.034mg/gニシテ最小ナリ。即チ、

余ノ投典シクル最二依リテ＾「クル1クロン」ニョルモ、「ビタミン」 B1 ニョルモ、亦「スペルソ＇ソ」ニ

ョルモ、程度二幾分ノ差ハアレド、綿テ翌舟照群二比シ、結核罹忠、二因ル「ビクミン」C歴ノ減少小ナ

リ。

而シテ各群二於テ個々ノ例二就テ見ルモ、大唸二於テ、結核罹患朕態輛キモノ程「ビタミン」C最大

ナルガ如キ傾向ァリ。

第 4 表 「ビタミンJB1投典結核海疾臓器「ビタミン」 C謎 (mg/g)

及ビ結核罹患朕態

＇ 
骰重(g) 肺 臓 肝 臓 -牌^臓 ~ 
-------
試開始食時 解剖時 懇 闘 「1::•クミ 「セ・クミ 重量： 靡漿 ゾ」c量： ゾ」c渥： (g) 

1 310 320 3.7 0.049 0.088 2.1 

2 310 340 2.7 ＋ 0.033 0.084 1.4 柑
4 290 310 4.0 0.038 0.075 0.9 出

5 290 385 3.0 0.046 0.094 1.0 廿
6 305 370 3.7 0.032 0.103 0.7 ＋ 
平均 300 345 3.4 0.044 0.089 1.2 
結核罹患節状無態歎^  緊的甚緒夕核多讐敷チ晶デアラハセ 1)
冊：結 什：多数十：少数ー：肉眼上見ェザ9レモノ
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纂.,5表 「ビク・ミン」 B-Komplex投奥結核海狽臓器「ピクミン」

C最 (mg/g)及ビ結核罹患状態

＇ 
騰童(g) 肺 臓 肝 臓

r 牌ー臓 、
·’• _ 

試開始食時 解剖時 懇 靡 「1::’タミ 「ピクミ 琶 靡競 ゾ」c量 ゾ」c渥：
8 290 275 2.9 0、029 0.088 1.8 冊， 300 320 2.8 Q.038 0.090 2.0 廿

10 310, 350 3.1 0.049 0.098 1.1 廿

II 290 365 3,2 0;048 O.!G3 0.9 ＋ 
12 300 385 3.2 ＋ 0.046 0.077 3.7 柑

平均 300 340 3.0 0.042 0.091 1.6 

第 6 表 「クルクロン」投輿結核海撲臓器「ビタミン」 C抵 (mg/g)

及ビ結核罹患状態

t 骰重i(g) 肺 臓 肝 臓 牌臓
・ ^ -、 . -、

試食
解剖時 懇 謡 「ビクミ 「ビクミ 懇 靡盤 開始時 ツ」C量 ゾ」c量

13 310 445 3.2 0.080 .0.125 1.1 ＋ 
14 315 400 3.6 0.068 0.107 0.8 ＋ 
16 320 350 3.3 0.037 0.087 1.2 柑
17 300 400 2.9 0.052 0.087 0.7 

18 280 295 2.4 0.034 0.081 1.7 柑

平均 305 380 3.1 0.054 0.097 1.1 

算 7 表 到照結核海模臓器「ビタミン」 C景 (mg/g)及ビ結核罹患状態， 骸霊(g) 肺 臓 肝 臓 牌臓
. ^ -

試食
解剖時 慧 靡 「ヒ・クミ 「1::`クミ＇ 慧 謬競 開始時 ゾ」c量 ゾ~c 董

19 290 303 3.2 ＋ 0.027 0.075 1.3 冊
21 310 320 2.2 0.037 〇.090 I.I 柑
23 315 355 3.1 0.044- 0.100 1.3 tit 
24 310 310 3.1 ＋ 0.038 0.084 0.9 冊
25 290 255 2.8 0.023 0.067 2.4 ・十

平均 305 310 3.9 0.034 0.083 1.4 

第 4節 木章ノ小括及ビ考寮

肝臓磯能充進薙ヲ投典ジタル結核海狽肺「ビクミン」C抵＾剪照結核海狽肺「ビタミツ」C抵ゴリ大

ナリ。而ジテ結核羅患朕態二就アハ、「クルクロソ」投典群素・テ明ヵニ、剪照群ニ.Itシ罹患糎度ナルヲ

認，メ、尚、各•群個々ノ例二就テモ、・結核罹患朕態大ナルモノニ、肺「ビタミソ」 C 抵ノ減少栄ンキ傾向

アルヲ認メタリ。

即チ「クルクロソ」投輿海原ハ肝臓懐能ノ充進ニヨリ、結核二稲患、サルルモ、「ビ｀タミン」 C最ノ減

少ヲ或程度小ナラシメ、（恐ラク「ビ｀クミン」 C陸内合成不可能ナリト言ハルル海疾二於テ毛、涵常ナ

JI刺戟二依リテハ、或程度ノ合成ハ可能ナラソo)コレニヨリ抗結核性二働クモノト考ヽラルベク、然

ルガ故二、結核罹患程度轄ク、而モ結核肺「ビクミン」C盤大ナリ。

又、「ビタミン」 B1或ノ、 B-Komplex投輿群二於テハ、結核罹患朕態ノ肉眼的ノ封照 I・ノ差ハ見ヲ

レザリシモ、「ビタミン」 C 址二於•テハ蜀照ヨリ大・ニシテ、解隔ノ時期、観察方＇巌「ビタミン」 B 投呉
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簸等二考慮ヲ彿ハベ、罹患吠態ニモ明カナル差異ノ見出サルルモ．ノト思考サ）i,•ベシo

第 6章 綿括及ピ考察

(7uJ 
結核二際シ、JfF臓ニ一定ノ機能．碕碍ノ現ハルルハ、古クヨリ認メラレタル所ニ・シテ、 Hildebrandi:;
(SO) ¥81) 

Lorenz, Landau等八、肺結核時肝臓二涸濁腫張、脂坊愛性、澱粒愛性等ヲ来シ、 ゾノ結果 1、シテ
• 82) 

「ウロビ l)ン」尿バ月現、腑汁邑素生成能ノ減退ァルヲ認メ、 Schmidt.,ヽ 「ウロビリソ」尿ノ出現以外
(83) (81) 

ニ果糖負荷試瞼陽性ニアラ＾ルト言ヒ、 Barat,Drabkina 等ハ重症肺結核二於•テハ、含水炭素、蛋白

質代謝謝．睾碍及凶擾内色素異常ヲ招宋シ、結核症状J顕著ナルニ従ヒ、ソJ肝臓浅詣障碍亦大トナリ、
（邸） （S1) (87) (8S) 

旦、肝臓邪分機能J夫々獨立的二侵サレ得ル事ヲ報ジ、更二 Meythaler,Poli, Chierici, Steidl, 
(8,) (9'1) (!,1. : (92) (93)'94) ・ (9/,)..  (9凡＼971.(9S) 

Barbera, J uHe; Lam1, -Chiray,. G::1ntzea,. Rubino,'Dzsinich,我國二於テモ、氏よfー、瀧本、飯室、
(99) IIH)) (101) (11)2) (1II3 (1u4) 1n5) (1郎） （107) 1IlS) (109) 110) 

中川、桂、渡邊．朦野、水谷、石井、古川、高橋、JII瀬、中野、小島、藤森等イツゞレモ、肺結核殊二 ‘I
(111, (102) (llO' 

J重症者二肝臓強能陪碍著明ナルヲ認メ、更二潜伍性肝機能陣.l存在ヲ渉羞、朦野、課森皓ハ強調セ

リ。

以上ノ如ク、結核二際ジ肝臓浅能陣碍ヲ来ス事ハ、既ニー設二承認セラレ居ル所ニシテ、肝臓賤機能

ヲ高ムルトキ、結核二好影響ヲ及ボスベキ事ハ容易二想像サレ得Jレ所ナリ。
(112) (113J ( 1(.¥).  • 11．う） （］16, 

島園、藪下、佐々木等＾「ビタミン」B鉄乏食ハ結核二悪キ影響ヲ典プト言ヒ、紳林、畠山＾肋膜炎
rn1J(l17) nn2.(118) 

ノ誘因 I・シテ B映乏状態ガ大ナル役割ヲ旗ズル事ヲ報告シ、渡邊、 藤野等八結核患者二 Bヲ典フル
(119) 

事ニヨリ尿中「ウロビリン」、「ウロクロモゲン」最ノ減少スル事ヲ認メ、山中＾ B,C併用ニヨ lJ「ウ

ロビ‘l) ン」、「ウロクロtゲン」泣.l堪fJ}cJナル下降［乍用ヲミル事ヲ報告シタリ。而シテ「ビクミン」 Bl• 肝
(12'l) 

臓獲能 I・ .l間二密接ナルI械係アル＾既二述ベン所ナリ。山上等ハ「インシュ l)ン」、「葡萄糖」併用注射
¥121) 

ハ結核形式ヲ輛咸ス；レ事ヲ寅涵報告ン、大谷＾肺結辰患者J肝臓瓶二赤外線ヲ照射シテ効ヲ認メタ l]。

結核卜「ビタミン」C二隣シテJヽ．既二先進論家ニヨル幾多ノ報告ア 1)。一殷二、結核二際シC鉄乏

ヲ来ス事ガ認メラレ居ルモ、獨リ動物賞薇上、家兎、白鼠等結核二抵抗弧キ動物二於テノミ、 ゾノ肺臓
(2.1.l(2i （況）

ニ於・テ「ピタミン」C最ノ著咸ヲ来ス 1・イフ西垣、山上ノ報告、及ビ余ノ追試二封シテ＾ヽ‘Jノ理由ノ
22) 

明カナラザ））シ所ナリシガ、余ノ本賞滅成績＾、詢報 1・共ニーレニ決定的，）解決ヲ典ヘクルモノト言ヒ

得ペシ。即、

第 1質瞼ハ、結核二極メテ抵抗強キ自鼠モ、一時性二肝臓蔑詣ヲ隙碍シ、「ビタミン」 C合成能カヲ

低下セシ．いレベ、諾核＝比狡的容易吋罹患シ、肝臓蔑能醇碍．J恢復1、共二、肺「ビクミンJC抵．J増大

ヲ来シ、而シテ抗結核I生二慟クモ，）ナ）） I・解セラルベク、

第2賞瞼ハ、結核二抵抗強キ白鼠モ、「ビクミン」 B餓乏状慈二置キ、肝臓浅能ヲ低下セシムレバ、

容易二結核二罹患シ、而ヵモ結核肺「ビクミン」C址）著シキ増大ヲ来サザル事ヲ示スモJニシテ、肝

臓賤能、結核肺「ビタミン」C最及ビ抗結核力、1問二密接不維／闘係アルヲ證朋セシモ Iニシテ、

第3賓獄ハ、家兎ニッキ肝臓浅能ヲ高ム）レ事ニョ））、結核肺「ビタミソJC彙ヲ更二堆大セシメ得ル

事ヲ明・カニシタルモJニシテ、更：二、

第4寅瞼ハ、 C合成能力無シ：卜考ヘラルル、又結核罹甚時肺「ビタミノ」C盪．／著滅ヲ来ス海猥二於

テスラ、Jjf臓陵能ヲ高．ムル l・キハ、』Iii「•ビタミン」 C 量： I 減少杓シカラズ、而カモ結核福患、状態．I酎照
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違シ,Jヽ ナル事ヲ明カニジタル毛＇ノニシテ、
(22) 

以上4寅瞼成績卜詢報汀識 1、ヨリ、結核肺「ビタミン」C抵渭減ハ結局、結核二封スル抵抗力／

増減ヲ表徽スルモ Iナリト解シ得ベク、肝臓張能弧キモノ＾、結核肺「ビタミゾ」C最増大シ、結核ニ

剪スル抵抗力強ク、肝臓機能弱キモ／ハ、肺「ビタミン」C抵減少シ、結捩二剪スル抵抗力弱シト論ジ

得ベン。
(12が(12•）（函）r125V12べ）

侮、結核二剪スル「ビタミン」 C.1治療効果如何ノ問題二就テハ、「ビタミy」 C I肝臓獲能尤進剖

ナル涅よヨリ、余リ以上1質瞼成縦ヲ併セ考フレベ、自ラ明カナルガ如ク、結核感染初期ヨlJ．バ嗚資投輿

／有効ナル事ガ推察セラレ、梢進ミクル結核二勁シテモ、大ナル効果へ期待シ得ズ 1、ス）レモ、尚且、他

:d期隣j卜同時二使用スルトキ或程度有効ナルベキ事ガ推諭サル。

以上ニョリ、結核 I‘ 「ビタミン」C lヽ．I臓係二瀾スル問題、就中、西垣、山上以来研究シアリシ結核

肺「ビタミソ」C批 1問題モ略々解決シ得タルモノト信ズ。

第 7章結 論

CI) 豫メ肝臓賤能ヲ一時障碍セシメダル結核白鼠＾、正常結核白鼠ヨリモ、結核樅患著シク、肺霊

娘、肺「ビクミン」C址亦大ナリ。

(2) 「ビクミツ」B銀乏白鼠ノ結核罹患，状態ハ、正常白鼠二比ン著明ニシテ、而カモ‘'/./際、結核

肺「ビダミン」C最，、正常結核白鼠ノ夫レニ比砂著シク小ナリ。

(3) 肝臓陵能充進嘲ヲ投輿ンクル家兎ハ詰核肺「ビタミソ」C 祗＾封照二比シ著シク大ナリ。

(4) 肝臓磯能充進蒲ヲ投典ンダル海膜9結核肺「ビダミン」C址＇‘剪照二比ン大ニシテ、結核樅患

状必阜ヽ針照二比シ梢小ナルガ如キ傾向アリ。

(5)以上ニヨリ、肝臓曖能ノ強弱八、結核肺「ビクミン」C抵ヲ支配ジ、又、結核二封スル抵抗)J

ヲカゴ右スルモノト考ーヘラル。

澗筆二臨ミ御指導御校閲チ賜リジ今村、市原雨教授及ビ1尋助言丑刷）ジ西垣、山上雨博

土二深謝ス。
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